食用油脂における脂肪酸結合位置の分析法に関する研究 by 吉永 和明
食用油脂における脂肪酸結合位置の分析法に関する
研究
著者 吉永 和明
号 52
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 農第795号
URL http://hdl.handle.net/10097/00122793
よしなが かずあき
氏 名 （ 本 籍 地 ） 吉  永  和  明
学 位 の 種 類 博士（農学）
学 位 記 番 号 農第 795 号 
学 位 授 与 年 月 日 平成 27 年 11 月 12 日 
学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第２項
論 文 題 目 食用油脂における脂肪酸結合位置の分析法に関する研究
博士論文審査委員 （主査）教 授 齋藤 忠夫
教 授 駒井 三千夫
教 授 池田 郁男
486
487
488
489
490
491
492
493
494
495
496
497
498
499
500
501
502
503
論文審査の結果の要旨及び担当者 
氏 名 吉永 和明 
審 査 委 員 主査：教授 齋藤 忠夫 
副査：教授 駒井 三千夫、教授 池田 郁男 
学 位 論 文 
題 目 食用油脂における脂肪酸結合位置の分析法に関する研究 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
食用油脂の主成分であるトリアシルグリセロール(TAG)は、グリ
セロールの３箇所の水酸基に３つの脂肪酸がそれぞれエステル結
合した化学構造をとる。TAG に結合する脂肪酸の結合位置は、決
してランダムではなく、生物種により異なる。種々の保健機能を有
する EPA や DHA などの n-3 系高度不飽和脂肪酸(n-3HUFA)は、
結合位置により生理機能が異なることが推定されているが、心疾患
など人体に悪影響を及ぼすと言われるトランス脂肪酸が TAG の結
合位置と生理機能の関係を研究した例は非常に少ない。従来のトラ
ンス脂肪酸の研究がなかなか進まない原因として、従来のトランス
脂肪酸分析法では、位置異性体の分離・定量が困難であることが第
一に挙げられる。 
 そこで本研究では、従来の TAG 解析での種々の問題点を解決す
る新しい分析法の構築とその応用について研究を行った。 
 まず、TGA における n-3HUFA の結合位置と生理機能について
C57BL/6J マウスへの投与実験により検討した。その結果、n-
3HUFA である EPA や DHA の生理機能は、TAG における結合位
置により大きく影響を受けることが判明した。 
 ついで、食用油脂中のトランス脂肪酸の位置異性体の分析方法の
開発を試みた。試験には、シス型およびトランス型オクタデセン酸
位置異性体の標準品を用いて、現在の分析公定法で指定されている
SP-2560 カラムと最新の超極性 SLB-IL111 カラムを用いて分析を
行った。その結果、従来の分析法では分離させることが出来なかっ
た cis-C18:1 および trans-C18:1 位置異性体の全ての位置異性体を
カラムの選択、分析温度条件(120℃と 160℃)などを最適化するこ
とで、部分水添油および乳脂肪に含まれる全てのトランス脂肪酸の
位置異性体の分離・定量に初めて成功した。 
 さらに、種々の検討の結果、部分水添油の主要なトランス脂肪酸
は、TAG の sn - 2 位に結合し、乳脂肪および牛脂の主要なトラン
ス脂肪酸は、TAG の sn - 1,3 位に結合することを初めて明らかに
することができた。 
 また、LC-APCI-MS/MS を用いることで、食品中の乳脂肪含有量
を簡便に推定する手法も確立させることができた。この方法では、
乳脂肪の指標として、パルミチン酸２分子と酪酸から構成される
TGA である 1,2-Dipalmitoyl-3-butyroyl-glycerol(PPBu)を用い、
PBuP との相互分離を目指した。その結果、乳脂肪は PBuP をほと
んど含まないことが判明した。従って、本分析法は非常に高い精度
で、食品中の乳脂肪含量を推定でき、乳脂肪使用という食品表示の
真贋を見抜くことも可能となった。また、本分析手法は、乳脂肪の
エステル交換の有無を判定することにも使用可能であった。 
 本研究で得られた知見は、真に人体に悪影響を及ぼすトランス脂
肪酸位置異性体を特定し、食用油脂の安全性を担保するための将来
の重要な基盤研究になることが十分に考えられた。 
 以上のことから、出席した審査員一同は、本論文提出者に対して、
博士（農学）の学位を授与するに値するものと最終判定した。 
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